
１　学習の到達目標等

◎ビジネスに必要な法規に関する基礎的な知識を習得させ，経済社会における法の

   意義や役割について理解させるとともに，経済事象を法律的に考え，適切に判断し

   て行動する能力と態度を育てる。

２　授業計画と学習内容

学期 時間

第1章 経済社会と法 3

第２章 権利・義務と財産権 １．権利・義務とその主体 3

２．物と財産権 3

第３章 財産権と契約そして １．財産権と契約 4

その保護 ２．物の売買 4

３．物の貸借 4

４．契約によらない財産権の変動 3

５．財産権の保護 4

第４章 企業活動に関する法 １．企業活動の主体 3

２．営業活動の自由と制限 3

３．サービス関連の企業活動と法 3

４．株式会社と法 8

５．手形・小切手と法 5

第５章 社会生活に関する法 １．消費者と法－かしこい消費者であるために 5

２．労働と法 5

３．家族と法 5

第６章 紛争の予防と解決 5

計 70

３　評価の観点・内容及び評価方法

○法の知識、法的思考が生活上必須である ○　学習活動への意欲・態度

   ことに関心を持ち、意欲的に学習しようと ○　レポート・ノート

○　自己評価票

○事象の解釈や、条文などの生成過程や ○　レポート

   立法の趣旨を論理的に思考し、どう判断 ○　実習課題

   しとらえることができているか。 ○　発表態度や作成資料

○新聞記事などを通して「法化社会」ではど ○　レポート

   のように扱われ、条文と相関できるか具体 ○　実習課題

   的にとらえることができるか。 ○　発表態度や作成資料

○経済活動や市民生活のあるところ法あり、 ○　定期考査

   と実感し理解することが知識の裏付けを ○　小テスト

   もってなしうるか。
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